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１．経営成績 

(１) 経営成績に関する分析 

  ①当連結会計年度の経営成績 

(単位：百万円) 

 前連結会計年度 当連結会計年度 
増減率 
（％） 

売 上 高 14,481 15,037 3.8

営 業 利 益 296 354 19.4

経 常 利 益 336 393 17.0

当期純利益 186 247 33.0

 

当連結会計年度におけるわが国経済は、４月の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動が長引き、個人

消費の冷え込みによって、景気回復の減速が見られました。一方で、政府及び日本銀行の財政・金融政策を背

景に円安が定着し、輸出企業を中心に企業収益が改善し、設備投資の増加や建設業界などでは雇用情勢の好転

が見られるなど、全体として景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。 

当社及び当業界を取り巻く環境は、円安や需給バランスなどから、原材料価格の値上がりが継続して、引き続

き厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況のなか当社グループは、持続的成長と収益力の向上を図るべく、社内生産の効率化と原価低減、

協力会社連携強化に取り組んでまいりました。しかし、一昨年来のたび重なる原材料価格の値上がりについては、

受注増による内部生産の拡大と原価低減活動により吸収するとともに、一部、製品価格の見直しをさせていただ

きました。また、「納期やります！」を合言葉に、お客様の要望される納期に製品をお届けすることを第一に、

製販一体となって活動してまいりました。 

この結果、売上高は150億３千７百万円（前期比3.8％増）、損益面では、営業利益３億５千４百万円（前期比

19.4％増）、経常利益３億９千３百万円(前期比17.0％増）、当期純利益２億４千７百万円（前期比33.0％増）と

なりました。 

 

製品別の業績は次のとおりであります。 

（複合フィルム） 

  当連結会計年度は、消費税増税前の駆け込み需要の反動による消費者の購買行動の停滞が長期化しましたが、

お客様の要望される製品納期の遵守を第一に製販一体となって、国内外の得意先からの受注獲得に努めたことに

より、前連結会計年度に比べ売上高は４億１千１百万円増加し97億４千５百万円（前期比4.4％増）となりまし

た。 

 

（単体フィルム） 

  当連結会計年度は、国内医薬品メーカー向けのフィルムが減少し、前連結会計年度に比べ売上高は５千４百万

円減少し13億２千６百万円（前期比3.9％減）となりました。 
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（容    器） 

  東日本地区の得意先を中心に、新規の漬物やこんにゃく等のトレー容器販売が好調に推移し、前連結会計年度

に比べ売上高は１億８千８百万円増加し11億９千５百万円（前期比18.8％増）となりました。 

 

（そ  の  他） 

   前連結会計年度は、国内の包装用機械販売が厳しい状況でした。当期は海外向け機械は減少しましたが、国内

各地での包装用機械販売が堅調に推移いたしました。その結果、前連結会計年度に比べ売上高は１千万円増加し

27 億６千９百万円（前期比 0.4％増）となりました。 

 

②次期の見通し 

   次期の見通しにつきましては、原油価格は需給バランスにより一時値下がりいたしましたが、当社の原材料価

格に反映するまでには、ある程度のタイムラグがあります。一方で、アルミ箔はアルミ地金の高騰と円安の影響

で今後値上がりが継続する見込みであります。また、当社の主なお客様であります食品業界におきましては、円

安により食品の輸入原材料が値上がりするなど、依然として先行きは不透明であります。 

このような状況のもと、収益の維持拡大のために、販売面では「直進くん○R」、「マルトップ○R ML シリーズ」、「吸

湿フィルム」などの特徴のある製品の拡販と、当社独自の技術を駆使した新製品や、容器・包装機械・検査機器・

物流機器などのご提案のほか、パッケージデザイン提案などで、お客様のお役に立つことが必須であると考えて

おります。また、生産面ではグループ全体の工場稼動の効率化と原価低減をさらに進め、外部協力先とも連携し

ながら、市場での競争に打ち勝つ納期・品質・価格を実現していかなければならないと考えております。１月に

設立した MARUTO(THAILAND) CO.,LTD. は、３月より営業開始いたしました。主にタイ国内に進出されている日系

企業向けの包装資材の仕入れ販売と輸出入を行う予定です。 

次期の業績といたしましては、売上高 155 億円、営業利益３億６千万円、経常利益４億１千万円、当期純利益

２億５千７百万円を見込んでおります。 

（２）財政状態に関する分析 

  ①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産は、117 億３千５百万円となり、前連結会計年度と比較して６億８千８百万円の増

加となりました。これは主に、当連結会計年度末が金融機関の休日であったことなどにより、受取手形及び売掛

金が増加したことによるものであります。 

負債につきましては、76 億４千万円となり、前連結会計年度と比較して４億７千６百万円の増加となりました。

これは主に、当連結会計年度末が金融機関の休日であったことなどにより、支払手形及び買掛金が増加したこと

によるものであります。 

純資産につきましては 40 億９千４百万円となり、前連結会計年度と比較して２億１千２百万円の増加となり

ました。これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。 
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  ②キャッシュ・フローの状況 

                                        （単位：百万円） 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

営業活動によるキャッシュ・フロー 687 603

投資活動によるキャッシュ・フロー △327 △251

財務活動によるキャッシュ・フロー △71 △271

現金及び現金同等物の期末残高 1,571 1,656

 

当連結会計年度における現金及び現金同等物の連結会計年度末残高は、期首残高より８千４百万円増加し 16 億５

千６百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローについては、主に減価償却費や税金等調整前当期純利

益の増加による収入が売上債権の増加による支出を上回り、６億３百万円の増加（前連結会計年度比億８千３百万円

減）となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローについては、主に有形固定資産の取得による支出によ

り２億５千１百万円の減少（前連結会計年度比７千６百万円増）となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローについては、主に長期借入金の返済による支出により

２億７千１百万円の減少（前連結会計年度比１億９千９百万円減）となりました。 

 

  キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成 23 年 
2 月期 

平成 24 年 
2 月期 

平成 25 年 
2 月期 

平成 26 年 
2 月期 

平成 27 年 
2 月期 

自己資本比率（％） 32.6 33.7 36.2 35.1 34.8

時価ベースの自己資本比率（％） 16.3 14.8 15.7 17.4 16.5

債務償還年数（年） 5.8 9.0 6.7 4.2 4.4

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 21.0 17.0 23.3 40.6 33.4

  自己資本比率（％）：自己資本／総資産 

  時価ベースの自己資本比率（％）：株式時価総額／総資産 

  債務償還年数（年）：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

  インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

  （注）1.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

     2.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しておりま

す。 

     3.営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フ

ローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を

支払っているすべての負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・

フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

    当社グループは、利益配分については、企業体質の強化と積極的な事業展開を図るために必要な内部留保の確

保と安定配当の継続を基本としております。 

    当期の配当につきましては、当社をとりまく環境が依然として厳しい折から、期末配当として１株当たり２円

を予定しております。 

    次期の配当につきましては、期末配当として１株当たり２円を予定しております。 
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２．企業集団の状況 

  当社及び子会社３社は、包装資材（複合フィルム及び単体フィルム）の製造販売並びに包装資材（複合フ

ィルム、単体フィルム及び容器等）の仕入販売を主な事業内容としております。 

当社グループの事業における当社及び関係会社の位置づけは、次のとおりであります。 

 

香港包装器材中心有限公司……単体フィルム及び容器等の香港及び中国地区における販売を主な事業内容と

しており、製商品の大部分は当社より購入しております。 

丸 東 印 刷 株 式 会 社……当社の複合フィルム製造の製袋工程の一部を担当しております。 

MARUTO(THAILAND)CO.,LTD.……タイ王国にて、包装資材の仕入れ販売と輸出入を行う予定です。(平成 27 年 1月設立) 

久 光 製 薬 株 式 会 社……医薬品の製造・販売を主な事業内容としており、複合フィルム、単体フィル

ム及びその他の包装資材を当社より購入しております。 

凸 版 印 刷 株 式 会 社……情報・ネットワーク系事業、生活環境系事業及びエレクトロニクス系などの幅広い事

業活動を展開しており、当社と複合フィルム及び単体フィルム等の仕入販売及び複

合フィルム工程の一部の外注加工を行っております。 

 

  事業の系統図は、次のとおりであります。 

 

 

 

 

得       意       先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      久光製薬（株）          香港包装器材     MARUTO(THAILAND)        仕入先 

中心有限公司     CO.,LTD.      商品    

 

 

        製品       製品        製品     商品     製品 

        商品       商品        商品       商品 

 

                  

                                        

                          製 品        
 
凸版印刷（株） 

                           外注加工 
                            商 品 

当           社                                      

外注加工 
 

                                     外注加工 

丸東印刷（株） 

                      

 

 

 (注)     連結子会社       その他の関係会社            
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３．経営方針 

(１) 会社経営の基本方針 

当社グループは、「お客様第一主義」を基本理念とし、包装の機能を高め続けることで人類の豊かな生活に貢

献することが使命であると考えています。 

   

（２）目標とする経営指標 

    当社グループは、経営方針に基づき安定的かつ持続的な成長と利益の確保を経営目標としております。 

 

（３) 中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題 

国内経済は、政府及び日銀の経済政策により、緩やかな回復傾向が報道等で言われておりますが、昨年４月の

消費増税以降には、いわゆる駆け込み需要の反動の長期化と、消費者の購買行動が慎重になったことなどにより、

景気回復が減速するなど、先行きは不透明であります。 

また、原油価格は、需給バランス及び為替レートや地政学的リスク等により、今後も不安定な状況で推移する

ことが予想されます。石油化学製品である樹脂やフィルム等を主材料としている当社及び当社の属する業界は、

今後も予断を許さない状況が続くものと考えております。 

このような状況下で、収益の維持拡大のためには、販売面では当社独自の技術を駆使した製品で、お客様のお

役に立つことが必須であると考えております。また、海外の販売子会社については、現地企業のお客様はもちろ

ん海外進出される日系企業のお客様にも販売を強化してまいります。生産面ではグループ全体での工場稼働率の

向上と、原価低減を行い、市場での競争に打ち勝つ納期・品質・価格を実現していかなければならないと考えて

おります。 

今後は、安定した利益体質を基本とした事業展開を図るため、現在販売しております独自製品の「直進くん○R」

や「マルトップ○R ML シリーズ」、「吸湿フィルム」をさらに工夫して販売を強化し、さらに次世代の機能性包装に

対応した製品の開発につとめて、持続的成長をできる経営基盤を築いてまいります。 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 
 
（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 

１．連結の範囲に関する事項 

  (1) 連結子会社 

連結子会社は、香港包装器材中心有限公司及び丸東印刷株式会社並びにMARUTO（THAILAND）CO.,LTD.の３社であります｡  

MARUTO（THAILAND）CO.,LTD.は新規設立により、当連結会計年度より連結子会社に含めております。 

  (2) 非連結子会社 

    該当ありません。 

 ２．持分法の適用に関する事項 

   非連結子会社及び関連会社がないため、該当ありません。 

 ３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

丸東印刷株式会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

香港包装器材中心有限公司及びMARUTO(THAILAND)CO.,LTD.の決算日は、12月31日であります。連結計算書類の作成に

あたっては、同日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を

行うこととしております。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

(退職給付に関する会計基準等の適用) 

｢退職給付に関する会計基準｣（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下｢退職給付会計基準｣という。）及び｢退

職給付に関する会計基準の適用指針｣（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」

という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文

に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方法

に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識会計基準変更時差異を退職給付に係る負債に計上いたしました。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会

計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しておりま

す。 

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が377,080千円計上されております。また、その他の包

括利益累計額が79,131千円減少しております。 

 なお、１株当たり純資産は４円98銭減少しております。 

 

（セグメント情報） 

前連結会計年度（自 平成 25 年 3月１日 至 平成 26 年 2月 28 日） 

  当社グループは、包装資材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

当連結会計年度（自 平成 26 年 3月１日 至 平成 27 年 2月 28 日） 

  当社グループは、包装資材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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（１株当たり情報） 

項  目 

前連結会計年度 

（自 平成 25 年 3月 1 日 

   至 平成 26 年 2 月 28 日） 

当連結会計年度 

（自 平成 26 年 3月 1 日 

    至 平成 27 年 2 月 28 日） 

１株当たり純資産額 244 円 52 銭 257 円 42 銭

１株当たり当期純利益 11 円 72 銭   15 円 58 銭

 潜在株式調整後1株当たり当期純利益に

ついては、潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。 

潜在株式調整後1株当たり当期純利益に

ついては、潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。 

 

（注）算定上の基礎 

 １．１株当たり純資産額 

 
前連結会計年度 

（平成 26 年 2月 28 日） 

当連結会計年度 

（平成 27 年 2月 28 日） 

純資産の部の合計額（千円） 3,882,777 4,094,806

普通株式に係る純資産額（千円） 3,882,777 4,087,266

差額の主な内訳（千円） 

 少数株主持分 ― 7,540

普通株式の発行済株式数（株） 15,902,500 15,902,500

普通株式の自己株式数（株） 23,329 24,954

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数（株） 15,879,171 15,877,546

 

 ２．１株当たり当期純利益 

  

前連結会計年度 

（自 平成 25 年 3 月 1 日 

    至 平成 26 年 2 月 28 日） 

当連結会計年度 

（自 平成 26 年 3 月 1 日 

    至 平成 27 年 2 月 28 日） 

当期純利益（千円） 186,086 247,447

普通株式に係る当期純利益（千円） 186,086 247,447

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（株） 15,879,217 15,878,573

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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５．その他 

（１）役員の異動（平成 27 年５月 22 日付予定） 
①代表者の異動 
  該当事項はありません。 

 
②その他の役員の異動 
１．新任取締役候補 
   取締役（非常勤）   山 本 俊 男（現 監査役（非常勤）） 
   （注）社外取締役候補者であります。 
 

    ２．退任予定取締役 
       取締役常務      篠 田 徹 夫（現 生産本部長） 
      
    ３. 新任監査役候補  
       常勤監査役      渡 部 義 久（現 商品グループリーダー） 
              
    ４. 退任予定監査役  
       常勤監査役      川 上 利 民 
       監査役（非常勤）   山 本 俊 男 
    
 

（２）その他 
   該当事項はありません。 
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